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《論文内容の要旨》
【研究の背景と目的】
介護福祉士は、実践知を見出し、専門性を高めていく「省察 (rencction)」育ワ〕を必要とす
る (藤江・佐々木 2008)。介護福祉領域における省察に関する研究の多くは、実習後の学生を
対象としていたが (真鍋 2004;真鍋・木野 2005;月木ヽ曽 。今井 2010;大山ら 2010;藤原
2014)、近年、現場を対象とした研究が進められつつある (堀2012;島田ら 2015)。特に、現
場における看取りは、看取り後に利用者からのフイードバックを得られない事やその精神的負
担から、省察のあり方がより問われる。
このような看取り後に介護職が抱える精榊的負担に対する支援の必要性は、看取り後に「振
り返り」をするという観点で捉えられ (櫻井 2008;早坂 2010;遠藤 2011;岡。新免 2014)、
看取り後の精神的ケア、振り返りの機会として振り返リカンファレンスの重要性が指摘されて
いる (早坂 2010;三菱総合研究所 2011;岡・新免 2014;島田ら 2015;全国老人福祉施設協
議会 2015)。しかし、その質的なあり方については、振 り返リシートの作成 (日本福祉大学終
末期ケア研究会 2010;島田ら 2015)などケアの客観的な評価に焦点が当てられており、看取っ
たことで起こる様々な感情とどう対峙していくかということについてはあまり言及されていな
い。
このように、看取り後の「振り返り」がとりあげられるようになった背景には、看取りが病
院だけではなく、高齢者施設にも拡大し、介護職が看取りに関わる機会が増えてきたことが考
えられる。2015年度介護報西サll改定では、PDCAサイクル (体制の整備、看取り介護、振り返 り、
体制の改善)によってその体制を適宜見直すことが新たな要件として追加され、実施した看取
り介護の検証と職員の精神的負担の把握と支援の重要性が明確に示された。高齢者施設におけ
る看取 りの質というものが、今、社会的に問われている状況である。
以上を踏まえ、本研究では、「振 り返り」を「行為や、状況、感情などの個別のことについ
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て考えること」、「省察」を、BOyd and Falcs(1982)の定義から、「経験により引き起こされた
気にかかる問題に対する内的な吟味および探求の過程であり、自己に対する意味づけを行った
り、意味を明らかにするものであり、結果として概念的な見方に対する変化をもたらす」プロ
セスとする。そして、「省察」という観点から看取り後のプロセスと支援のあり方を明らかに
していく。
調査対象は、高齢者施設の中でも、先駆的に施設での看取りに取り組んできた、特別養護老
人ホームX施設、Y施設に勤務する養成校卒の介護福祉士とする。日本介護福祉士会の生涯研
4笏制度図 (2012)による新任層、中堅層①及び中堅層②、指導・管理層の3区分を参考に、実
践経験4年未満の介護福祉士を新任介護福祉士 (以下、新任)、 実践経験4年以上11年未満の
介護福祉士を中堅介護福祉士 (以下、中堅)とした。そして本研究では、まず、看取りを複数
経験してきた中堅をとりあげる。中堅は看取ってきた事例によつて、様々な体験をしてきてい
ると考えられるので、中堅自身力ゞ「いい看取 りができたJと捉えた事例と、「いい看取 りがで
きなかった」と捉えた事例を分けながら、それぞれの省察プロセスを検討することを研究 1と
する。次に、看取りによつて中堅よりも大きな衝撃を受けると推測される新任をとりあげ、そ
の省察のプロセスを研究2と位置付ける。
【研究の方法、結果、考察】
(石汗究 1〉
研究の目的 :中堅の看取り後の省察のプロセスについて把握する。
調査対象者 :X施設、Y施設勤務の養成校卒の介護福祉士、女性10名(A、B、 C、 D、 E、
F、 G、 H、 と、」)。
データ収集方法 :半構造化面接。2012年2月、2014年7月、2015年7月～10月(面接時間は 1
人1時間程度)に実施。
主な質問チ貢目 :これまで看取った実践で忘れられない事例は何か、どのような振 り返りをして
きたか、今後どのような振 り返りをしたいかである。
分析方法 :インタヴュー結果を逐語化し、M―GTA(木下 2007)による分析を行った。分析の
際には個人が特定されないようにICレコーダーによる録音は許可を得て行い、研
究終了後は責任を持って消去し、研究の際には個人が特定されないよう倫理的配慮
を行った。
結果及び考察   【 】イよサブカテゴリー、≪ ≫はカテゴリーを示す。
分析の結果、「いい看取りができた」と捉えた事例においては、35のオ
'九
念と9のサブカテゴ
リー、7のカテゴリーを生成し、「いい看取 りができなかった」と捉えた事例においては、37
の概念、15のサブカテゴリー、6のカテゴリーを生成した。
1)中堅が「いい看取りができた」と捉えた事例における看取り後の省察のプロセス
中堅は利用者と「専門職」としてのかかわりをすると同時に、切 り離せないものとして、「わ
たし」として人間対人間のかかわりをしていた。「いい看取 りができた」と捉えた事例におい
ては、その両方で十分にかかわったという実感をもち、看取り後には≪利用者の死や看取りに
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対する否定的感情≫と同時に、≪利用者の死や看取りに対する肯定的感情≫を抱くことが多
かった。このように否定的感情だけでなく肯定的感情を抱いたことが≪「わたし」としての偲
びと喪の作業≫へとつながったのではないかと思われる。そして、それが、「専門職」として
の視点からは、看取り後の省祭が自己のケアの不十分だった点などの否定的側面に傾きやすく
なるものを、否定的側面だけでなく肯定的側面にも目を向けることにつながっていたと思われ
る。これらの≪「専門職」としてのバランスのとれた評価≫が≪次のケアに活かすための新た
な視点と「専門職」としての前向きな自信≫へと前進させていた。
2)中堅が「いい看取りができなかった」と捉えた事例における看取り後の省察のプロセス
中堅は、ターミナルケアや看取りの際、《「専門職」としてのケアに対する葛藤や困難感≫
を感じる中、利用者の死に直面し、【ショック】【後悔】【申し訳なさ】【無力感】【悲しみ】【不
満足感】といった≪「わたし」と「専門職」としての消イとできない否定的感情≫を抱えていた。
その感情を表出し、≪「専門職」としての自己との対話≫を行うなかで、≪次のケアに活かす
ための新たな視点≫を獲得していたが、そのプロセスには≪重要な他者からの承認≫が影響し
ていた。
(研究2)
研究の目的 :研究 1により、省察を支えるためには、まず看取ったことで起こる様々な感情を
表出し気づくことの重要性が明らかとなった。新任の場合、看取ることで、経験
を積んだ介護福祉士よりも大きく感情が揺れ、強い精神的負荷を抱えると推測さ
れるので、研究2では、新任の省察のプロセスを明らかにする。
調査対象者 :Y施設 (プリセプターシップ導入)に勤務 している養成校卒の介護福祉士、女性
4名 (K、L、 M、 N)。        ′
データ収集方法 :半構造化面接。2014年7月 (面接時間は1人40分程度)に実施。
主な質問項目 :入職 して1～2年間で看取った事例の中で、最も印象に残っている事例につい
てどのような振 り返 りをしてきたか、また職場の人からどのようなサポー トを
受けたか。
分析方法 :インタヴュー結果を逐語化 し、TEM(安田・サ トウ 2012)による分析を行った。IC
レコーダーによる録音は許可を得て行い、研究終了後は責任を持って消去 し、研究
の際には個人が特定されないよう倫理的配慮を行った。
結果及び考察
4人の調査対象者が語った、最も印象に残っている事例は、K、 L、 Mは初めて臨終の場に
立ち合い、エンゼルケアをした事例、Nは初めて施設での看取 りをした事例であった。4人が
それぞれに死の悲 しみを抱えていたが、それをす ぐに他者に表出し共有できたのはKだけで
あつた。 L、 M、 Nが他者に表出できなかった背景には、人見知 りや弱い自分を見せることが
苦手等という性格の問題の他に、「専門職」 としてエンゼルケアをすることへの緊張からいろ
んな感情を飲み込むといった、新任特有の要因も関係 していたと考えられた。
また、死の前の段階の「わたし」 としての利用者との楽しい思い出なども少ないことから、
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利用者との関わり合いや利用者に対する自分のそれまでのケアを肯定的には評価しにくく、否
定的感情、否定的評価へと傾きやすいということが明らかとなった。
【結論】
以上の結果を踏まえ、介護福祉士の看殿り後の省察においては、①看取り後における様々な
感情を自覚し、表出すること、②「わたしJとしてのイ思びと喪の作業ができ、悲しめること、
①自己のケアの肯定的側面と否定的恨I面の両方を多面的にみることができるようになるための
契機の一つとしての、重要な他者からの承認、の3点が重要であると結論づける。
そして、介護福祉士の看駅り後の省察を支えるための支援のあり方として、①介護福祉士が
感じたありのままの感情を様々な形で表出する場を保障する、②振り返リカンファレンスは、
「専門職」としての客観的な振り返りと共に、「わたし」としての偲びと喪の作業の両方がで
きる場にする、③数年の看取りを体験した後に、自分よりも看取り経験のある介護福祉士に、
自らのこれまでの看取りについて語る場を設定する、④振り返リカンファレンスや語り合いの
場での看取り後の省察の重要性を組織が十分に認識する、の4点を提唱する。
介護福祉士は利用者の死を通して、「専門職」としても「わたし」としても大きく揺さぶら
れる。看淑り後の省察こそ介護福祉士を成長させる重要な機会であると位置付けること、その
ような意識が、ターミナルケア・看取りの質、ひいては介護福祉士の質の差につながっていく
といえよう。
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《論文審査の結果の要旨》
〔論文の要旨〕
1.課題と方法
本論文は、特別養護老人ホニムでの介護福祉士の看取り後の省察に関する研究である。
日本では、高齢者は医療の場である病院で亡くなることが多いが、近年、生活の場である施
設で看取るケースも徐々に増えつつある。諸外国では、高齢者が施設で亡くなる割合が増えて
おり、アメリカでは4分の1近い人が施設で死を迎え、認知症高齢者に限ると5割以上の人が
施設で亡くなっているとする報告もある (詭n Socst―Poortvhet ct∬.20H)。
本研究は、このような施設での利用者の看取り後に、介護福祉士が行うケアについての「省
察」に着日した。省察は介護福祉士が専門性を高めるための重要なプロセスである。しかし、
看取りは利用者の死という結末を迎えるために、利用者からケアに対するフィードバックが得
られない。従って、介護福祉士にとって自己のケアについてどのような省察を行うかが難しい
課題となる。
これまで、省察に関するものとしては、ケアについての振り返リシートの作成などが行われ
ケアに対する客観的評価という役割を呆たしてきた。しかし、看取った介護福祉士が抱くさま
ざまな感情とそれが省察に与える影響についてはあまり言及されてこなかった。介護福祉士は、
利用者と生活を共にしていくという職種の特徴のため、ケアを行う「専門職としての私」と、
利用者と日々の生活を共にして個別の関わりを重ねた「個としての私」を切り離すことができ
ない。従って、ケア終了後に、利用者の死に対してショック、悲しみ、無力感などさまざまな
感情が強く生じ、これがケアの省察のしかたや深まりに影響を与えることが推測される。本研
究は、このような感情に着目し、複数の看取りを体験した中堅介護福祉士と、看取りにより強
い影響を受けると思われる新任介護福祉士を対象に丹念な面接を行い、語りをM_GTAとTEM
により分析した。
2.結果と考察
中堅介護福祉士の省察のプロセスから、省察を支えるにはまず看取ったことでおこるさまざ
まな感情を表出することの重要性が指摘された。また、新任の場合は特に自己のケアに対して
の評価が否定的に傾きやすいこと、感情を出すことへの躊躇、エンゼルケアをすることへの緊
張などにより、感情の表出しにくさを抱えていることを明らかにした。そして、プリセプター
との個別ノートや対話、カンファレンスなど直接や間接、個別や集団によるさまざまな方法に
よって感情を表出する場を組織が設定する必要性を指摘した。
また、本研究は、介護福祉士が看取り後にネガティブな感情を孝勺とえると、ケアに対する省察
が否定的な方向に偏りがちとなることに焦点を当てた。そして、自己のケアの否定的な面だけ
でなく肯定的側面についても日を向け、バランスよく自己のケアについて省察を深めるために
は、重要な他者である専門職からの承認が重要であることを指摘 した。さらに他者からの承認
の場として看取リカンファレンスなどを施設がシステムとして設定することの重要性について
-5-
考察 した。
〔評価〕
人生の最後を生活の場である施設で介護福祉士が最後まで看取るという新しい社会の要請と
動きに着目している。看取りをする側の専門職の心理的負荷は介護施設での看取りが今後進ん
でいく上では看過できない点であり、その心理プロセスを丹念な聞き取りと分析により明らか
にできた。ケアを行った介護福祉士が専門職としての振 り返りと同時に、「私として」死を悲
しむ部分などの、これまであまり言及されてこなかった感情面に焦点を当て、特にネガティブ
な感情を表出することの重要性を指摘し、さらに表出するさまざまな場を提案できた。また、
利用者を最後まで看取るという体験によって強い影響を受けることが椎測される新任介護福祉
士の支援という視点から、看取り後カンファレンスのあり方について論じた点も評価できる。
施設で看取りを行った後に行われる省察についての一つのモデルを提示することができたと考
えられる。
〔判定〕
本論文は、施設での看取りにおける省察のありかたについて新たな視点と知見を含んでおり、
予備論文で指摘された問題点も適切に是正されている。従って、主査・副査の合意により、H果
程博士の水準に達しているものとし、可と判定する。
なお、学位は「学術・福祉」である。
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《最終試験の結果の要旨》
「最終試験の結果」
平成29年2月14日、主査、副査全員出席の下で、英文要約の提出を求め、口頭による質疑応
答の最終試験を実施した。本論文の著者は、介護福祉士の施設での看取りによる新任と中堅の
感情表出のプロセス、省察のありかたなどについての質問について適切に回答した。また、外
国語に関しては、本論文に関連する質問、諸外国での文献についての質問、本論文で資料とし
て提出された英文要旨への質問に適切に回答したことから、英語の読解・英訳の能力有りと判
定した。
「最終結果」
斗上、論文審査、最終試験に基づき、本論文を博士 (学術・福祉)論文として、主査、副査
一致して、合格と判定した。
-7-
